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E
E
C
に
お
け
る
財
政
問
題
口
（
広
田
）
税
問
題
を
対
象
と
し
て
い
る
。
レ
ー
グ
ル
の
問
題
提
起
す
で
に
み
た
ノ
イ
マ
ル
ク
の
初
期
の
見
解
に
つ
づ
い
て
、
一
九
五
五
年
頃
か
ら
後
に
発
表
さ
れ
た
見
解
の
若
千
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
が
、
ま
ず
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
レ
ー
グ
ル
(Rudolf
R
e
g
u一）
l
 
統
合
と
税
制
」
は
、
直
接
的
に
は
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
(Europliische
G
e
m
e
i
n
s
c
h
a
f
t
 
fur K
o
b
l
e
 u
n
d
 
S
t
a
h
l
1
1
E
G
K
S
)
 の
論
文
「
経
済
に
お
け
る
租
レ
ー
グ
ル
は
、
こ
の
共
同
体
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
租
税
論
争
が
西
ド
ィ
ッ
と
フ
ラ
ン
ス
両
国
の
鉄
鋼
業
の
売
上
税
に
か
ん
す
る
利
害
の
対
立
に
四
端
を
発
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
ち
こ
の
論
争
の
過
程
で
生
起
し
た
問
題
を
整
理
す
る
。
整
理
さ
れ
た
問
題
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
七
レ
ー
グ
ル
は
ま
づ
、
こ
の
論
争
が
実
現
さ
れ
る
ぺ
き
国
家
形
態
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
と
し
て
、
関
税
同
盟
、
一
定
生
産
物
の
た
め
の
共
同
体
、
”
 
国
家
連
合
も
し
く
は
連
邦
国
家
を
あ
げ
る
q
こ
こ
で
問
題
に
さ
れ
る
炭
鉄
共
同
体
は
徴
税
権
を
も
つ
が
、
こ
れ
は
条
約
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
る
。
(Die
す
な
わ
ち
共
同
体
の
最
高
機
関
H
o
h
e
 B
e
h
o
r
d
e
)
 
~
、
共
同
体
条
約
四
九
条
に
よ
っ
て
炭
鉄
生
産
に
た
い
し
て
賦
課
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
賦
課
金
は
、
五
〇
条
に
よ
っ
て
生
産
物
の
平
均
価
値
の
一
彩
以
下
と
規
定
さ
れ
、
そ
れ
を
こ
え
る
ば
あ
い
に
は
、
閣
僚
理
事
会
(Ministerrat)
14 
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
て
レ
ー
グ
ル
は
、
最
高
機
関
の
権
限
が
た
と
え
広
汎
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
は
租
税
高
権
を
裏
づ
け
る
も
の
で
な
く
、
|
R
・
レ
ー
グ
ル
の
見
解
に
つ
い
て
1
E
E
C
に
お
け
る
財
政
問
題
口
広
田
い
う
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
司
の
承
認
を
得
な
け
朗
ー
258 
E
E
C
に
お
け
る
財
政
問
題
口
（
広
田
）
挙
す
る
。
そ
れ
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
1
、
各
国
市
場
と
共
同
市
場
ー
|
共
同
市
場
に
お
け
る
売
上
税
規
制
④
一
方
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
共
同
市
場
設
立
と
と
も
に
共
同
市
場
で
の
販
売
と
各
国
市
場
で
の
そ
れ
と
の
区
別
は
撤
廃
さ
れ
、
共
同
市
場
内
で
国
の
間
接
税
が
徴
収
さ
れ
、
仕
入
国
の
売
上
補
整
税
は
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
＠
こ
れ
に
た
い
す
る
反
論
は
、
共
同
市
場
と
各
国
市
場
の
区
別
は
、
生
産
国
の
作
出
す
る
条
件
が
問
題
と
な
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
の
み
排
除
さ
れ
る
が
、
租
税
共
同
体
が
成
立
し
な
い
以
上
、
共
同
市
場
内
で
の
国
家
間
の
供
給
は
逆
に
生
産
国
の
間
接
税
を
免
．
せ
ら
れ
、
仕
入
国
の
間
接
税
額
相
当
の
補
整
税
を
課
せ
ら
れ
る
と
主
張
す
る
。
2
、
価
格
決
定
(
P
r
e
i
s
s
t
e
l
l
u
n
g
)
と
差
別
(
D
i
s
k
r
i
m
i
n
i
e
r
u
n
g
)
連
し
て
阪
売
者
収
入
と
購
買
者
価
格
が
問
題
と
さ
れ
、
④
一
方
で
、
間
接
税
負
担
に
も
と
づ
い
て
生
ず
る
多
様
な
価
格
は
一
種
の
差
別
を
意
味
す
る
と
主
張
さ
れ
る
の
に
た
い
し
て
、
＠
他
方
で
は
、
同
一
生
産
物
に
つ
い
て
阪
売
者
収
入
が
同
一
で
あ
り
、
し
か
も
購
買
者
に
と
っ
て
価
格
」
こ
で
は
共
同
体
条
約
に
規
定
さ
れ
て
い
る
無
差
別
待
遇
の
原
則
に
関
の
国
境
を
こ
え
る
供
給
（
輸
出
）
は
共
同
市
場
生
産
物
に
つ
い
て
供
給
国
家
の
統
合
形
態
を
論
じ
た
の
ち
、
レ
ー
グ
ル
は
重
要
な
論
争
点
を
列
ョ
ー
ロ
ッ
パ
的
租
税
共
同
体
」
は
存
在
し
な
い
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
相
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
両
者
は
同
一
の
も
の
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
る。
「
石
炭
が
あ
い
こ
と
な
る
と
き
、
そ
の
差
異
は
租
税
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
し
か
し
こ
の
ば
あ
い
差
別
は
け
っ
し
て
存
在
し
な
い
と
主
張
さ
れ
3
、
補
助
金
と
し
て
の
問
接
税
の
免
除
④
一
方
の
見
解
で
は
、
共
同
市
場
内
で
の
国
家
間
供
給
（
輸
出
）
の
免
税
は
一
種
の
補
助
金
で
あ
り
、
こ
の
市
場
の
根
本
思
想
と
一
致
し
な
5
 
ぃ
01
＠
反
論
に
よ
れ
ば
、
共
同
市
場
内
で
の
輸
出
の
免
税
は
、
売
上
税
の
基
本
原
則
か
ら
す
る
論
理
的
帰
結
で
あ
る
。
輸
出
の
際
の
間
接
税
賦
課
は
、
そ
の
国
の
主
権
下
に
な
い
他
国
の
消
費
者
が
租
税
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
4
、
調
整
税
の
関
税
的
性
格
り
（
諭
入
）
補
整
税
は
そ
の
作
用
に
お
い
て
関
税
に
匹
敵
し
、
及
び
鉄
鋼
の
移
動
に
関
す
る
輸
出
入
税
又
は
こ
れ
と
同
様
の
効
果
を
有
す
る
租
税
及
び
数
量
制
限
」
を
廃
止
か
つ
禁
止
す
る
条
約
第
四
条
の
規
定
と
一
致
し
な
い
。
そ
し
て
ま
た
そ
れ
は
国
に
よ
り
き
わ
め
て
こ
と
な
る
負
担
を
示
す
。
＠
反
論
に
よ
れ
ば
、
関
税
は
輸
入
生
産
物
に
つ
い
て
徴
収
さ
れ
る
が
、
各
国
の
国
内
生
産
物
に
つ
い
て
は
徴
収
さ
れ
な
い
。
そ
れ
に
た
い
し
て
補
整
税
は
、
国
内
生
産
物
に
課
せ
ら
れ
る
売
上
税
に
七
四
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民
経
済
に
か
か
る
総
租
税
負
担
は
特
殊
産
業
に
か
か
る
総
租
税
負
担
と
混
合
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
国
民
経
済
の
総
負
担
が
二
国
間
で
同
じ
高
さ
で
あ
る
ば
あ
い
に
も
、
両
国
の
同
一
産
業
の
租
税
負
担
が
こ
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
競
争
の
歪
曲
(
V
e
r
z
e
r
r
u
n
g
e
n
)
が
生
E
E
C
に
お
け
る
財
政
問
題
口
（
広
田
）
で
似
通
っ
た
状
態
に
あ
る
故
、
競
争
条
件
は
調
整
さ
れ
る
。
＠
一
国
国
業
と
競
争
状
態
に
入
れ
ば
、
十
分
で
あ
る
。
租
税
負
担
は
す
べ
て
の
国
物
の
阪
売
を
含
む
国
内
商
品
に
つ
い
て
の
み
徴
収
さ
れ
、
輸
出
商
品
に
は
課
せ
ら
れ
な
い
。
自
己
消
費
の
免
税
と
い
う
事
実
は
、
売
上
税
が
国
内
消
費
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
目
的
を
も
っ
た
一
種
の
消
費
税
で
あ
る
6
、
国
民
的
租
税
負
担
と
共
同
体
産
業
の
負
担
こ
こ
で
問
題
に
さ
れ
る
の
は
、
国
民
経
済
の
総
租
税
負
担
と
特
殊
産
業
に
か
か
る
負
担
の
差
異
お
よ
び
競
争
条
件
と
の
関
連
で
あ
る
。
④
す
べ
て
の
租
税
を
顧
慮
す
る
に
は
、
実
際
に
租
税
を
支
払
う
産
業
が
他
の
産
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
の
状
況
に
依
存
す
る
。
◎
他
方
の
見
解
で
は
、
売
上
税
は
、
輸
入
生
産
5
、
価
格
要
素
お
よ
び
費
用
要
素
と
し
て
の
売
上
税
④
一
方
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
売
上
税
は
価
格
に
含
ま
れ
、
生
産
費
要
素
を
意
味
す
る
。
そ
れ
が
価
格
に
よ
っ
て
償
わ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
市
場
な
い
。
七
五
こ
の
見
解
の
対
立
は
、
現
実
に
は
炭
鉄
共
同
体
発
足
当
時
売
上
税
の
取
扱
い
方
法
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
た
西
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
の
対
立
に
つ
ら
6
 
な
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
レ
ー
グ
ル
は
、
以
上
の
諸
論
点
を
列
挙
し
た
の
ち
、
テ
ィ
ン
バ
ー
ゲ
ン
勧
告
お
よ
び
そ
の
後
に
示
さ
れ
た
専
門
委
員
会
報
告
を
考
察
す
る
。
山
R
u
d
o
l
f
R
e
g
u
l
:
 
W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
i
n
t
e
g
r
a
t
i
o
n
 u
n
d
 S
t
e
u
e
r
,
 
systeme•Der 
g
e
g
e
n
w
a
r
t
i
g
e
 S
t
a
n
d
 d
e
r
 U
n
.
t
e
r
s
u
c
h
u
,
 
n
g
e
n
 U
b
e
r
 d
a
s
 
S
t
e
u
e
r
p
r
o
b
l
e
m
 in 
d
e
r
 E
u
r
o
p
l
l
i
s
c
h
e
n
 
G
e
m
e
i
n
s
c
h
a
f
t
 
f
u
r
 
K
o
h
l
e
 
u
n
d
 Stahl•in: 
F
i
n
a
n
z
a
r
、
c
h
i
v、
N
e
u
e
F
o
l
g
e
 B
d
.
 1
6
,
 
1
9
5
5
.
 
②
絞
述
に
よ
る
と
、
一
九
五
三
年
当
時
フ
ラ
ソ
ス
で
は
一
種
類
の
売
上
税
が
鉄
鋼
業
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
一
五
・
三
五
彩
の
生
産
税
(la 
t
a
x
e
 
a
 la 
p
r
o
d
u
c
t
i
o
n
)
と
一
％
の
取
引
税
(Jes
t
a
x
e
s
 
s
u
r
 !es t
r
a
n
s
a
c
t
i
o
n
s
)
で
あ
る
。
（
但
し
売
上
税
と
し
て
は
、
フ
ラ
ソ
ス
で
は
当
時
四
種
類
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
上
述
の
原
則
的
に
非
累
積
的
な
取
引
税
の
ほ
か
に
、
サ
ー
ビ
ス
税
(la
tax_e 
s
u
r
 Jes 
prestati, 
o
n
s
 d
e
 s
e
r
v
i
c
e
)
と
地
方
取
引
税
(la
t
a
x
e
 locale 
s
u
r
 le 
c
h
i
f
f
r
e
 d'affaires)
で
あ
る
。
）
こ
れ
ら
の
租
税
負
担
は
、
租
税
を
輸
出
免
税
と
輸
入
補
整
税
の
主
張
と
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
主
張
1
1
輸
入
調
整
税
の
否
定
、
他
方
⑪
に
お
け
る
原
産
地
課
税
の
否
定
1
1
以
上
の
論
争
点
は
、
政
策
的
に
み
て
一
方
④
に
お
け
る
原
産
地
課
税
の
ず
る
。
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E
E
C
に
お
け
る
財
政
問
題
口
（
広
田
）
除
く
国
内
価
格
の
一
九
•
五
五
％
（
租
税
を
含
む
価
格
の
一
六
·
―
―
一
五
）
と
な
り
、
輪
入
の
ば
あ
い
に
は
運
賃
込
み
価
格
(
F
r
a
n
k
o
p
r
e
i
s
)
の
二
0
％
の
補
整
税
が
課
せ
ら
れ
、
輸
出
の
際
に
は
税
込
み
価
格
の
一
六
・
三
五
％
（
税
引
き
価
格
の
一
九
・
五
五
％
）
の
負
担
免
除
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
西
ド
イ
ツ
で
は
、
四
彩
の
税
率
、
税
引
販
売
価
格
の
九
・
八
％
の
額
に
の
ぼ
る
累
積
的
売
上
税
が
課
せ
ら
れ
、
輸
入
補
整
税
と
し
て
は
税
込
み
価
格
の
四
彩
（
半
製
品
に
つ
い
て
）
な
い
し
は
六
彩
（
圧
延
関
係
の
完
成
品
）
が
課
せ
ら
れ
、
輪
出
の
ば
あ
い
に
は
税
引
価
格
の
四
・
一
七
％
プ
ラ
ス
0
•
五
彩
か
ら
一
％
ま
で
の
輸
出
払
戻
し
だ
け
減
免
さ
れ
た
。
こ
の
減
免
総
額
は
四
•
六
八
％
な
い
し
五
％
か
ら
九
·
-
%
と
評
価
さ
れ
た
。
以
上
か
ら
、
生
産
費
と
運
賃
を
同
じ
と
仮
定
し
て
、
関
税
の
な
い
共
同
市
場
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
ヘ
輸
出
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
鉄
鋼
は
、
フ
ラ
ソ
ス
に
送
ら
れ
る
ド
イ
ツ
鉄
鋼
よ
り
約
二
0
彩
安
く
供
給
で
き
る
と
結
論
さ
れ
て
い
る
9
(
a
.
a. 
0., 
S
S
.
 3
1
3
1
3
1
4
)
 
③
い
う
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
関
税
同
盟
で
は
各
国
の
も
つ
権
根
は
超
国
家
的
機
関
に
委
譲
さ
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
域
内
関
税
の
廃
止
、
対
外
関
税
政
策
の
推
進
、
共
通
割
当
率
に
よ
る
関
税
収
益
配
分
に
か
ん
す
る
協
定
が
特
徴
的
で
あ
る
。
第
二
の
共
同
体
ー
—
炭
鉄
共
同
体
は
こ
れ
に
含
め
ら
れ
る
ー
は
、
一
定
生
産
物
の
た
め
の
関
税
同
盟
と
み
な
さ
れ
る
が
、
こ
の
ば
あ
い
一
定
権
限
が
超
国
家
的
機
関
に
委
譲
さ
れ
る
。
こ
の
機
関
は
、
そ
の
管
理
費
の
み
な
ら
ず
、
条
約
上
附
随
す
る
目
的
の
た
め
に
も
、
課
徴
を
行
な
う
。
国
家
連
合
は
、
引
用
さ
れ
た
シ
ャ
ウ
プ
の
見
解
に
よ
る
と
、
な
ん
ら
自
己
の
財
政
高
権
を
も
た
ず
、
加
盟
各
国
の
財
政
収
入
に
依
存
す
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
連
邦
国
家
は
、
独
自
の
租
税
高
権
を
も
つ
。
(a.a.O.,S.314)
囚
実
際
の
賦
課
率
は
、
一
九
五
三
年
二
月
以
降
六
ヶ
月
間0
•
五
％
、
そ
れ
以
後
五
五
年
六
月
ま
で
は
0
・
九
％
、
同
年
末
ま
で
0
・
七
％
、
一
九
五
六
年
一
月
か
ら
五
七
年
六
月
ま
で
0
•
四
五
％
、
七
月
以
降
0
·
1
1
1
五
％
と
い
わ
れ
て
い
る
。
（
大
蔵
省
E
E
C
研
究
会
編
、
E
E
C
の
全
貌
、
三
五
六
頁
）
固
補
助
金
ば
、
経
済
原
則
に
も
と
づ
く
国
際
貿
易
の
流
れ
を
人
為
的
に
変
え
る
も
の
と
し
て
、
条
約
第
四
条
で
原
則
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
（
同
上
書
、
三
八
五
頁
）
⑥
独
仏
間
の
「
租
税
論
争
」
の
具
体
的
経
過
に
つ
い
て
は
、
同
上
書
、
一
―
―
六
＿
―
-
—
-
―
-
六
四
頁
。
中
村
一
雄
「
共
同
市
物
の
一
側
面
ー
—
『
租
税
論
争
』
を
中
心
と
し
て
ー
ー
」
（
『
経
済
研
究
」
一
号
、
一
四
ー
―
-
|
＿
五
0
頁）
Diebold, W
i
l
l
i
a
m
:
 
T
h
e
 S
c
h
u
m
a
n
 Plan. 
A
 S
t
u
d
y
 in 
E
c
!
)
n
o
m
i
c
 
C
o
o
p
o
r
a
t
i
o
n
 1950
—
1959•New 
Y
o
r
k
 1959. 
pp. 
223ー
236.
S
a
n
n
w
a
l
d
,
 
R
o
l
f
 u
n
d
 J
a
c
q
u
e
s
 
Stohler" 
W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h
e
 Integration. 
T
h
e
o
r
e
t
i
s
c
h
e
 V
o
r
a
u
s
,
 
s
e
t
z
u
n
g
e
n
 u
n
d
 F
o
l
g
e
n
 eines E
u
r
o
p
a
i
s
c
h
e
n
 Z
u
s
a
m
m
e
n
、
schlusses. 
T
u
b
i
n
g
e
n
 1958. 
idl野
卓
霞
坦
訳
「
江
生
済
岱
呼
合
の
基
礎
理
論
」
、
ニ
ニ
五
ー
六
頁
）
以
上
の
よ
う
な
見
解
の
対
立
を
調
整
す
る
可
能
性
は
、
レ
ー
グ
ル
に
よ
る
と
、
一
九
五
三
年
は
じ
め
に
論
じ
つ
く
さ
れ
た
か
に
思
わ
れ
た
が
、
鉄
鋼
生
産
者
価
格
の
算
定
方
式
に
関
連
し
て
ド
イ
ツ
か
ら
提
起
さ
れ
た
売
上
税
体
系
改
正
の
要
求
に
よ
っ
て
、
共
同
体
最
高
機
関
は
、
共
同
市
場
の
発
テ
ィ
ン
バ
ー
ゲ
ン
勧
告
七
六
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来
の
慣
行
に
比
較
的
近
く
か
つ
実
施
に
あ
た
っ
て
大
き
な
困
難
を
生
じ
な ー
足
に
あ
た
っ
て
売
上
税
規
制
に
つ
い
て
決
定
を
行
な
う
必
要
に
迫
ら
れ
、
(
J
a
n
 
T
i
n
b
e
r
g
e
n
)
 
を
委
員
長
と
す
る
調
査
委
員
会
（
テ
ィ
ン
バ
ー
ゲ
ソ
委
員
会
）
に
問
題
の
調
査
検
討
を
委
託
し
た
。
こ
の
委
員
会
の
主
要
課
題
は
、
レ
ー
グ
ル
に
よ
る
と
、
共
同
市
場
の
機
能
化
に
あ
た
っ
て
仕
向
国
原
則
(
P
r
i
n
z
i
p
d
e
s
 B
e
s
t
i
m
m
u
n
g
s
l
a
u
d
e
s
)
に
よ
る
課
税
体
系
と
原
産
国
原
則
(
P
r
i
n
z
i
p
d
e
s
 U
r
s
p
r
u
n
g
s
l
a
u
d
e
s
)
 
に
よ
る
課
税
体
系
の
い
ず
れ
を
選
ぶ
べ
き
で
あ
る
か
と
い
う
点
に
あ
っ
⑫
 
た
前
者
は
、
生
産
物
が
仕
向
国
に
お
い
て
売
上
税
を
賦
課
さ
れ
る
体
系
で
あ
り
、
後
者
は
、
生
産
物
に
原
産
国
の
売
上
税
が
適
用
さ
れ
る
体
系
で
委
員
会
の
勧
告
は
五
三
年
四
月
八
日
に
な
さ
れ
た
。
こ
こ
で
勧
告
の
内
容
を
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
勧
告
は
前
記
の
二
つ
の
体
系
の
い
ず
れ
が
共
同
体
内
流
通
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
か
を
検
討
し
、
こ
の
問
題
が
為
替
相
場
に
関
連
づ
け
て
考
察
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
は
優
劣
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
両
体
系
は
い
ず
13 
れ
も
、
そ
の
適
用
に
あ
た
っ
て
限
界
を
も
つ
こ
と
を
指
摘
し
た
の
ち
、
従
い
よ
う
な
仕
向
国
原
則
に
よ
る
課
税
体
系
の
修
正
案
、
す
な
わ
ち
仕
向
国
原
則
の
適
用
に
際
し
て
免
税
、
戻
税
お
よ
び
補
整
税
を
最
終
段
階
の
取
引
E
E
C
に
お
け
る
財
政
問
題
口
（
広
田
）
あ
る
。
テ
ィ
ン
バ
ー
ゲ
ン
一
般
に
両
体
系
七
七
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
に
た
い
し
て
、
こ
の
連
邦
政
府
の
反
論
は
、
そ
れ
支
持
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ド
イ
ッ
政
府
は
当
然
こ
の
決
定
う
の
は
こ
の
見
解
は
、
原
産
国
課
税
方
式
を
主
張
す
る
西
ド
イ
ツ
に
た
い
に
お
け
る
租
税
額
に
限
定
す
る
と
い
う
修
正
を
提
案
し
、
同
時
に
競
争
の
歪
曲
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
各
国
が
一
定
の
規
制
を
顧
慮
す
る
必
要
の
囚
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
か
く
て
最
高
機
関
は
、
こ
の
委
員
会
の
見
解
に
も
と
づ
い
て
、
仕
向
国
原
則
に
よ
る
課
税
体
系
が
炭
鉄
共
同
体
内
の
国
家
間
流
通
に
妥
当
で
あ
る
と
認
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
最
高
機
関
の
公
式
見
解
は
、
現
実
問
題
と
し
て
み
る
と
き
、
西
ド
ィ
ッ
鉄
鋼
業
に
と
っ
て
不
利
な
判
定
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
し
て
、
お
お
む
ね
従
来
の
慣
行
に
そ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
の
主
張
す
る
方
式
を
に
異
議
を
唱
え
、
加
盟
各
国
に
お
い
て
直
接
税
と
間
接
税
の
構
成
の
こ
と
と
な
る
こ
と
、
仕
向
国
課
税
体
系
に
よ
れ
ば
、
相
対
的
に
高
い
間
接
税
と
低
い
直
接
税
を
も
つ
国
に
よ
る
商
品
供
給
（
輸
出
）
は
、
逆
に
相
対
的
に
低
い
間
接
税
と
高
い
直
接
税
を
も
つ
国
の
国
内
流
通
に
比
較
し
て
、
租
税
負
担
上
優
遇
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
反
対
の
意
を
表
明
し
た
。
具
体
的
に
い
っ
て
、
こ
の
見
解
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
対
ド
イ
ッ
鉄
鋼
輸
出
が
ド
イ
15 
ツ
国
内
で
租
税
上
有
利
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
レ
ー
グ
ル
に
よ
れ
ば
、
テ
ィ
ン
バ
ー
ゲ
ン
委
員
会
の
勧
告
が
売
上
税
規
制
に
か
ん
262 
E
E
C
に
お
け
る
財
政
問
題
口
（
広
田
）
以
上
に
共
同
体
諸
国
に
お
け
る
税
制
構
造
の
差
異
に
関
連
し
て
な
さ
れ
た
問
題
提
起
を
示
し
、
勧
告
が
考
慮
し
な
か
っ
た
本
質
的
問
題
点
を
つ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
山
こ
れ
ま
で
の
慣
行
と
し
て
、
輸
入
品
に
た
い
し
て
自
国
生
産
の
商
品
に
か
か
る
租
税
負
担
に
対
応
す
る
補
整
税
を
課
し
、
自
国
商
品
の
輸
出
に
際
し
て
す
で
に
徴
収
さ
れ
た
租
税
の
免
除
な
い
し
払
戻
し
を
行
う
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
前
節
注
②
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
フ
ラ
ソ
ス
に
対
比
し
て
不
利
な
状
態
に
あ
る
西
ド
イ
ツ
鉄
鋼
業
は
、
共
同
市
場
成
立
後
の
域
内
国
家
間
の
取
引
が
も
は
や
輸
出
入
で
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
見
地
か
ら
、
同
一
生
産
者
に
よ
る
同
一
財
の
価
格
の
差
異
を
否
定
し
、
原
産
国
の
課
税
の
み
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
、
要
求
し
た
。
ゆ
レ
ー
グ
ル
に
よ
る
と
、
前
述
の
諸
論
争
点
の
う
ち
の
他
の
五
つ
の
問
題
は
、
国
家
問
流
通
に
お
け
る
売
上
税
規
制
の
実
務
、
こ
の
実
務
の
価
格
へ
の
作
用
、
外
国
生
産
物
と
自
国
生
産
物
の
間
の
免
税
も
し
く
は
補
盤
税
の
差
異
に
関
連
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
(
R
e
、
g
u
l
:
 
a.a.O.̀
S.218) 
③
一
般
的
に
は
、
間
接
税
に
は
仕
向
国
原
則
1
1
輸
入
税
体
系
、
直
接
税
に
は
原
産
国
原
則
1
1
輸
出
税
体
系
が
本
来
適
合
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
す
べ
て
の
国
で
全
生
産
物
に
適
用
さ
れ
る
ば
あ
い
、
売
上
税
に
も
適
用
で
き
る
が
、
一
定
の
生
産
物
や
一
定
の
国
家
間
の
流
通
に
適
用
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
歪
曲
が
生
ず
る
と
い
わ
れ
る
。
他
面
前
者
の
仕
向
国
原
則
も
す
ぺ
て
の
租
税
徴
収
に
適
用
で
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
歪
曲
は
生
じ
な
い
が
、
し
か
し
生
産
物
の
免
税
の
計
測
と
い
う
点
で
実
施
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
(a.a.O.,S.319)
租税構造（総租税収入の構成比）
1西ドイツIフランス
劣 彩
I 所得および財産税 50.6 34.8 
1所得税 23.0 13.7 
2法人税 8.4 9.7 
3地租および家屋税 2.6 } 5.1 
4営業税 10.7 
5財産税 1.9 
I本財取産引増税加税および資
2.8 5.5 
皿所得支出税 46.6 59.7 
1売上税・運送税 25.3 34.7 
2食料・嗜好品・飲料税 10.9 9.0 
3自リ動ン税車税およびガソ
5.5 10.1 
4税その他の消費・支出
0.8 3.6 
5関税 4.1 2.3 
山
一
定
の
規
制
に
か
ん
し
て
レ
ー
グ
ル
の
述
ぺ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
特
別
税
、
す
な
わ
ち
特
別
の
産
業
に
の
み
適
用
さ
れ
る
か
も
し
く
は
こ
れ
ら
の
産
業
に
不
均
等
な
課
税
の
行
な
わ
れ
る
租
税
に
お
い
て
は
、
仕
向
国
課
税
体
系
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
一
種
の
一
般
税
に
あ
っ
て
は
両
体
系
の
い
ず
れ
も
適
用
で
き
る
が
、
し
か
し
同
一
の
体
系
が
全
産
業
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
た
だ
し
各
種
一
般
税
に
つ
い
て
は
同
一
体
系
の
採
用
は
か
な
ら
ず
し
も
必
要
で
な
い
こ
と
、
歪
曲
は
、
同
一
租
税
に
か
ん
し
て
、
生
産
物
に
よ
っ
て
異
っ
た
体
系
を
適
用
さ
れ
る
場
合
に
生
ず
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る。
(a.a.O.,S.320)
固
E
E
C
の
全
貌
、
三
六
四
頁
⑥
共
同
体
諸
国
の
租
税
構
造
に
つ
い
て
は
、
直
接
税
の
比
重
の
高
い
国
は
西
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ル
ク
セ
ン
プ
ル
ク
で
あ
り
、
間
接
税
中
心
は
フ
ラ
ソ
ス
、
イ
ク
リ
ー
お
よ
び
ペ
ル
ギ
ー
で
あ
る
こ
と
が
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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七
八
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ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
に
か
ん
す
る
前
頁
の
表
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
最
高
機
関
の
公
式
見
解
に
た
い
す
る
ド
イ
ッ
側
の
上
述
の
反
論
に
当
面
し
て
、
最
高
機
関
は
、
こ
の
問
題
の
検
討
を
専
門
委
員
会
に
委
ね
た
。
委
員
会
は
、
最
高
機
関
に
所
属
す
る
ア
ル
ペ
ー
ル
・
コ
ッ
ペ
の
主
導
下
に
一
九
五
三
年
七
月
か
ら
約
一
年
半
に
わ
た
っ
て
問
題
を
検
討
し
た
が
、
そ
の
課
題
は
、
レ
ー
グ
ル
に
よ
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。
ー
、
輸
出
免
税
お
よ
び
輸
入
補
整
税
の
行
な
わ
れ
る
売
上
税
と
そ
の
他
の
直
接
税
あ
る
い
は
間
接
税
の
割
合
が
種
々
の
税
制
に
お
い
て
あ
い
こ
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
、
競
争
条
件
は
攪
乱
さ
れ
る
か
。
2
、
同
一
の
売
上
税
体
系
（
多
段
階
税
）
を
も
つ
諸
国
が
輸
出
免
税
と
輸
入
補
整
税
に
お
い
て
、
い
か
な
る
理
由
か
ら
こ
と
な
る
方
式
を
用
い
る
の
か
。
3
、
各
国
内
の
同
一
産
業
の
企
業
の
間
で
、
売
上
税
の
作
用
に
ど
の
よ
う
な
差
異
が
存
在
す
る
か
。
4
、
免
税
と
補
整
を
取
引
の
最
終
段
階
に
制
限
す
る
と
い
う
テ
ィ
ン
バ
ー
ゲ
ン
報
告
の
提
案
に
つ
い
て
、
委
員
会
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
ま
E
E
C
に
お
け
る
財
政
問
題
口
（
広
田
）
専
門
委
員
会
報
告
七
九
た
多
段
階
税
体
系
に
お
い
て
補
整
と
免
税
が
最
終
段
階
に
限
定
さ
れ
る
ば
あ
い
、
生
産
税
は
い
か
に
し
て
比
較
可
能
な
も
の
と
し
て
取
扱
う
こ
1
 、Ol
と
が
で
き
る
カ
表
明
す
る
に
い
た
っ
た
。
レ
ー
グ
ル
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る。
上
述
の
よ
う
に
委
員
会
は
、
そ
の
与
え
ら
れ
た
四
つ
の
課
題
の
う
ち
と
く
に
第
一
の
問
題
を
詳
細
に
取
扱
っ
た
。
す
な
わ
ち
各
国
税
制
の
差
異
が
石
炭
鉄
鋼
共
同
市
場
に
お
け
る
競
争
混
乱
を
ひ
き
起
す
か
否
か
の
問
題
で
あ
る
。
レ
ー
グ
ル
は
ま
ず
、
専
門
委
員
会
の
こ
の
問
題
の
解
明
の
た
め
の
出
発
点
が
つ
ぎ
の
よ
う
な
認
識
、
す
な
わ
ち
六
ヶ
国
間
の
税
制
上
の
差
異
が
た
だ
程
度
の
差
異
で
あ
っ
て
性
質
(
A
r
t
)
上
の
そ
れ
で
は
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
総
租
税
負
担
に
お
け
る
個
々
の
税
種
の
占
め
る
割
合
の
差
異
、
税
制
内
で
の
諸
税
種
の
比
重
の
差
異
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
認
識
に
あ
る
べ
き
こ
と
を
指
摘
す
る
。
響。
一
、
国
家
間
流
通
に
お
け
る
競
争
能
力
に
た
い
す
る
税
制
上
の
差
異
の
影
第
二
、
第
三
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
多
少
の
留
保
を
も
っ
て
そ
の
見
解
を
会
は
、
五
五
年
の
は
じ
め
に
第
一
の
問
題
に
か
ん
す
る
決
議
を
行
な
い
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
明
に
約
一
年
半
あ
ま
り
が
費
さ
れ
た
の
ち
、
委
員
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そ
の
平
均
的
租
税
負
担
に
関
連
づ
け
て
み
た
ば
あ
い
、
競
争
す
る
他
国
の
生
じ
、
一
国
の
産
業
が
、
の
国
家
的
な
措
置
が
な
さ
れ
た
ば
あ
い
、
そ
の
調
整
機
能
は
期
待
で
き
な
い
。
第
二
に
為
替
相
場
は
、
平
均
費
用
お
よ
び
平
均
価
格
、
か
く
て
ま
た
平
均
的
な
租
税
負
担
の
差
異
の
み
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
く
て
競
争
条
件
の
混
乱
と
歪
曲
は
、
個
々
の
産
業
が
そ
の
国
民
経
済
の
平
均
的
な
租
税
負
担
よ
り
高
く
あ
る
い
は
低
く
租
税
を
負
担
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ま
た
国
際
貿
易
に
お
け
る
競
争
の
混
乱
は
、 し
た
が
っ
て
な
ん
ら
か
租
税
の
割
合
の
差
異
、
い
わ
ば
税
制
構
造
の
差
異
は
、
為
替
相
場
に
よ
っ
E
E
C
に
お
け
る
財
政
問
題
口
（
広
田
）
レ
ー
グ
ル
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
専
門
委
員
会
は
、
テ
ィ
ン
バ
ー
ゲ
ン
報
連
に
お
い
て
の
み
確
認
で
き
る
と
い
う
見
解
に
立
つ
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
適
用
さ
れ
る
売
上
税
諸
原
則
の
差
異
は
、
長
期
的
に
み
て
た
だ
為
替
相
場
の
中
に
存
在
す
る
。
こ
の
確
認
は
、
税
制
全
体
の
構
成
の
差
異
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
り
、
か
く
て
税
制
全
体
に
占
め
る
売
上
税
お
よ
び
そ
の
他
の
て
自
動
的
に
調
整
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
レ
ー
グ
ル
は
、
為
替
相
場
の
こ
の
よ
う
な
調
整
作
用
が
認
め
ら
れ
る
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
留
保
条
件
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
第
一
に
為
替
相
場
は
こ
の
ば
あ
い
市
場
経
済
的
(
m
a
r
k
t
,
m
a
B
i
g
)
に
形
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
告
の
見
解
、
す
な
わ
ち
競
争
条
件
上
の
有
利
、
不
利
が
為
替
相
場
と
の
関
課
税
に
も
仕
向
国
課
税
に
も
あ
て
は
ま
る
。
て
、
す
な
わ
ち
市
場
経
済
に
則
し
た
(
m
a
r
k
t
k
o
n
f
o
r
m
)
手
段
に
よ
る
外
部
経
済
事
情
へ
の
適
合
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
な
体
系
に
あ
っ
ば
あ
い
に
は
ー
！
種
々
の
経
済
部
門
や
生
産
物
の
均
等
な
負
担
が
問
題
に
な
る
と
仮
定
す
れ
ば
|
|
、
各
国
内
部
で
の
あ
い
こ
と
な
る
額
の
租
税
負
担
も
競
争
攪
乱
的
に
は
作
用
し
な
い
。
こ
の
テ
ー
ゼ
は
、
原
産
国
で
自
動
的
に
調
整
さ
れ
る
。
価
格
調
整
が
こ
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
る
て
は
、
世
界
的
に
取
引
さ
れ
る
財
の
価
格
水
準
の
差
異
は
あ
る
程
度
ま
2
、
国
際
収
支
が
通
貨
政
策
や
信
用
政
策
と
い
う
一
般
的
措
置
に
よ
っ
税
制
上
の
影
響
に
か
ん
す
る
一
般
的
テ
ー
ゼ
以
上
の
よ
う
な
競
争
能
力
に
た
い
す
る
税
制
構
造
の
影
響
を
考
察
し
た
の
ち
、
レ
ー
グ
ル
は
、
共
同
体
内
の
商
品
交
換
に
た
い
す
る
影
響
に
つ
い
て
、
一
般
的
テ
ー
ゼ
を
述
べ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
1
、
共
同
体
加
盟
諸
国
間
の
価
格
、
費
用
お
よ
び
費
用
要
素
の
比
較
は
、
こ
れ
ら
の
国
の
為
替
相
場
を
考
慮
し
た
ば
あ
い
に
の
み
意
味
を
も
つ
。
二
、
国
家
間
商
品
流
通
、
と
く
に
共
同
市
場
の
生
産
物
交
換
に
た
い
す
る
あ
る
こ
と
を
も
指
摘
し
て
い
る
。
産
業
と
こ
と
な
っ
た
租
税
負
担
を
も
っ
と
き
に
、
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で
12 
あ
る
。
し
か
し
ま
た
レ
ー
グ
ル
は
、
こ
の
混
乱
の
程
度
の
確
認
が
困
難
で
八
〇
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5 ヽ
一
産
業
が
、
租
税
負
担
に
か
ん
し
て
自
国
の
乎
均
に
比
較
し
て
う
け
3
、
こ
れ
に
た
い
し
て
、
国
際
収
支
の
調
整
が
、
生
産
物
や
セ
ク
ク
ー
に
13 
応
じ
て
差
別
化
さ
れ
る
措
置
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
な
体
系
に
お
い
て
は
、
競
争
の
混
乱
を
予
測
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
そ
の
歪
曲
は
個
々
の
生
産
物
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
ば
あ
い
に
は
す
べ
て
の
費
用
要
素
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
4
、
為
替
相
場
は
平
均
価
格
、
平
均
費
用
、
平
均
的
租
税
負
担
の
差
異
の
み
を
調
整
す
る
故
、
他
の
条
件
の
ひ
と
し
い
ば
あ
い
、
国
際
競
争
裡
に
あ
る
産
業
は
、
そ
の
生
産
物
の
租
税
負
担
が
自
国
経
済
の
他
の
生
産
物
の
平
均
的
租
税
負
指
よ
り
高
い
か
低
い
か
に
応
じ
て
、
不
利
ま
た
は
有
利
と
な
る
。
と
る
利
点
と
不
利
益
ほ
、
そ
れ
ら
が
他
の
諸
国
で
同
じ
程
度
お
よ
び
意
味
に
お
い
て
作
用
し
な
け
れ
ば
、
歪
曲
を
招
来
す
る
。
6
、
さ
ら
に
ま
た
競
争
条
件
の
歪
曲
は
、
一
国
経
済
全
体
に
適
用
さ
れ
る
税
制
が
、
そ
の
経
済
構
造
の
た
め
に
、
、
個
々
の
産
業
部
門
に
た
い
し
て
種
々
の
形
で
負
担
を
か
け
ま
た
軽
減
す
る
ば
あ
い
に
、
生
じ
う
る
。
7
、
為
替
相
場
が
均
衡
し
な
い
か
ま
た
は
攪
乱
さ
れ
る
ば
あ
い
、
一
産
業
が
自
国
経
済
の
他
産
業
に
比
較
し
て
う
け
と
る
利
益
も
し
く
は
不
利
益
は
、
為
替
相
場
か
ら
生
ず
る
利
益
も
し
く
は
不
利
益
だ
け
増
減
す
る
。
E
E
C
に
お
け
る
財
政
問
題
口
（
広
田
）
ノ‘
産
物
お
よ
び
同
時
に
そ
の
費
用
に
影
響
を
及
ぽ
す
要
因
の
研
究
な
く
し
税
制
構
造
に
お
け
る
各
種
租
税
の
不
均
等
な
割
合
が
競
争
歪
曲
を
ひ
き
の
も
と
に
、
為
替
相
場
に
よ
っ
て
国
家
間
の
均
衡
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
8
、
間
接
税
は
、
免
税
や
補
整
の
行
わ
れ
る
程
度
に
応
じ
て
、
費
用
と
価
格
に
も
と
づ
く
競
争
要
因
の
全
体
か
ら
除
か
れ
る
。
免
税
や
補
整
の
行
な
わ
れ
な
い
租
税
な
い
し
租
税
部
分
に
あ
っ
て
は
、
テ
ー
ゼ
2
の
前
提
起
す
か
ど
う
か
の
問
題
は
、
テ
ー
ゼ
2
の
前
提
が
完
全
に
与
え
ら
れ
る
ば
あ
い
に
は
、
否
定
で
き
る
が
、
そ
の
他
の
ば
あ
い
に
は
、
個
々
の
生
て
は
解
答
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
不
均
等
な
税
制
は
、
そ
れ
自
体
で
は
競
争
条
件
の
歪
曲
を
確
証
す
る
の
に
十
分
で
は
な
い
。
し
か
し
同
一
国
民
経
済
内
で
の
個
々
の
経
済
部
門
も
し
く
は
国
内
同
一
経
済
部
門
内
部
の
個
々
の
企
業
に
た
い
す
る
租
税
の
あ
い
こ
と
な
っ
た
作
用
か
ら
、
そ
れ
が
免
税
あ
る
い
は
補
整
に
よ
っ
て
阻
止
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
歪
曲
は
生
じ
う
る
。
こ
の
種
の
競
争
攪
乱
が
共
同
市
場
の
生
産
の
利
点
と
な
る
か
欠
点
と
な
る
か
は
、
共
同
市
場
各
国
で
炭
鉄
の
原
価
に
含
ま
れ
る
租
税
負
担
、
輸
出
を
予
定
さ
れ
た
生
産
物
お
よ
び
外
国
通
貨
で
支
払
わ
れ
た
役
務
が
、
国
際
収
支
の
均
衡
と
い
う
前
提
の
も
と
に
確
認
さ
れ
ま
た
相
互
に
比
較
さ
れ
る
ば
あ
い
に
の
み
、
解
答
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
'
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か
ん
す
る
委
員
会
の
叙
述
に
則
し
て
、
各
国
税
制
、
税
率
、
ま
た
輸
出
入
委
員
会
の
テ
ー
ゼ
お
よ
び
決
議
を
採
択
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
租
税
負
担
の
調
査
の
ば
あ
い
、
E
E
C
に
お
け
る
財
政
問
題
口
（
広
田
）
一
定
の
租
税
は
直
接
原
価
に
入
ら
な
い
が
、
し
か
し
そ
れ
ら
は
大
部
分
各
国
生
産
部
門
の
投
資
活
動
に
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
共
同
市
場
へ
の
参
画
者
の
競
争
能
力
が
ど
の
程
度
ま
で
変
化
す
る
か
が
検
討
さ
れ
る
ぺ
き
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
時
々
の
国
家
の
租
税
収
益
で
賄
わ
れ
る
経
費
支
出
、
例
え
ば
社
会
保
障
へ
の
補
助
、
補
助
金
等
が
種
々
の
方
法
で
個
々
の
産
業
部
門
の
競
争
能
凶゚
力
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
―
―
-
、
共
同
市
場
に
お
け
る
租
税
実
務
以
上
の
テ
ー
ゼ
は
、
レ
ー
グ
ル
に
よ
る
と
、
経
済
統
合
の
租
税
的
側
面
に
と
っ
て
一
般
的
な
基
礎
を
示
し
て
い
る
タ
レ
ー
グ
ル
は
、
こ
の
テ
ー
ゼ
の
意
義
が
困
難
か
つ
複
雑
な
問
題
に
か
ん
し
て
加
盟
国
の
財
務
・
経
済
行
政
の
権
威
者
が
一
致
し
た
と
い
う
点
に
求
め
て
い
る
が
、
委
員
会
は
、
そ
の
決
議
に
お
い
て
、
輸
出
免
税
と
輸
入
補
整
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
、
現
在
の
売
上
税
規
制
の
改
正
を
提
案
す
る
こ
と
が
目
下
の
と
こ
ろ
合
目
的
的
で
も
必
要
で
も
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
共
同
体
の
閣
僚
会
議
は
、
こ
の
と
こ
ろ
で
こ
こ
で
問
題
に
さ
れ
る
租
税
実
務
は
専
門
委
員
会
の
第
二
の
課
題
と
し
て
す
で
に
あ
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
レ
ー
グ
ル
は
、
こ
れ
に
が
な
い
に
し
て
も
、
そ
の
行
政
技
術
的
お
よ
び
歴
史
的
な
理
由
の
存
在
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
現
代
国
家
の
干
渉
主
義
的
な
技
術
が
高
度
化
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
方
式
の
多
様
性
を
必
然
化
す
る
傾
向
の
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
「
現
代
経
済
に
お
い
て
国
家
干
渉
主
義
の
技
術
が
洗
煉
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、
個
別
的
に
任
意
の
伸
縮
性
を
許
す
よ
う
な
方
法
が
ま
す
ま
す
適
用
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
国
民
的
な
経
済
的
思
考
か
ら
い
っ
て
す
ぐ
れ
た
も
の
と
評
価
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
政
策
を
正
当
化
す
る
た
囮
め
の
数
多
く
の
論
証
が
存
在
す
る
」
。
こ
の
指
摘
は
、
レ
ー
グ
ル
の
こ
の
よ
う
な
差
別
化
政
策
に
た
い
す
る
積
極
的
評
価
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
ま
た
レ
ー
グ
ル
は
、
こ
の
よ
う
な
あ
い
こ
と
な
る
傾
向
を
示
す
税
制
お
よ
び
租
税
実
務
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
。
＾
経
済
統
合
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
ば
あ
い
、
国
民
経
済
的
な
局
面
で
み
る
ば
あ
い
と
こ
と
な
る
様
相
を
示
す
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
か
く
て
レ
ー
グ
ル
は
、
各
国
民
経
済
の
共
租
税
実
務
の
多
様
な
方
式
の
存
在
を
正
当
化
す
る
よ
う
な
論
理
的
な
根
拠
理
の
存
在
し
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
レ
ー
グ
ル
は
、
こ
れ
ら
の
15 
の
際
の
免
税
お
よ
び
課
税
に
お
け
る
適
用
方
式
の
相
異
を
述
べ
、
そ
し
て
輸
出
免
税
お
よ
び
戻
税
や
輸
入
補
整
税
賦
課
の
複
雑
な
各
種
体
系
に
お
い
て
、
あ
れ
こ
れ
の
体
系
の
利
点
を
適
確
に
判
断
し
う
る
よ
う
な
一
般
的
原
ノ＼
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同
市
場
へ
の
統
合
が
、
そ
の
発
展
と
と
も
に
税
制
の
漸
次
的
調
整
(An,
p
a
s
s
u
n
g
)
を
不
可
避
的
に
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
こ
と
が
た
だ
ち
に
税
る
こ
と
を
主
張
す
る
と
と
も
に
、
し
か
し
ま
た
関
税
障
壁
の
撤
廃
、
商
品
流
通
お
よ
び
支
払
流
通
の
免
税
お
よ
び
兄
換
通
貨
の
作
出
だ
け
で
は
、
統
合
さ
れ
る
べ
き
国
民
経
済
の
現
存
の
構
造
的
差
異
を
調
和
的
な
方
法
で
17 
排
除
す
る
の
に
十
分
で
は
な
い
こ
と
を
も
指
摘
し
て
い
る
。
①
R
e
g
u
l
,
 a.a.O.
｀S.
3
2
L
 
②
レ
ー
グ
ル
の
説
明
に
よ
る
と
、
A
.
B
両
国
で
平
均
的
な
租
税
負
担
が
そ
の
純
社
会
生
産
物
の
二
五
形
で
あ
り
、
A
国
の
製
鋼
業
の
負
拒
が
純
生
産
物
価
値
の
三
〇
彩
、
B
国
の
そ
れ
が
二
0
形
と
す
れ
ば
、
A
国
製
鋼
業
は
為
替
相
場
の
変
更
に
よ
っ
て
排
除
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
不
利
を
蒙
る
こ
と
に
な
る
。
(
a
.
a
.
O
•
,
S
.
3
2
4
.
)
 
③
こ
の
よ
う
な
措
置
と
し
て
は
、
例
え
ば
外
国
為
替
管
理
、
複
数
為
替
相
場
、
補
助
金
、
課
徴
、
差
別
関
税
率
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
(a.a・0.,
S
.
3
2
5
)
 
④
a.a.O., S
S
.
 3
2
4
|
7
.
 
固
例
え
ば
売
上
税
制
は
、
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
イ
ク
リ
ー
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
お
よ
び
オ
ラ
ン
ダ
で
は
多
段
階
税
が
採
用
さ
れ
て
い
る
の
に
た
い
し
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
当
時
非
累
積
的
一
段
階
税
と
し
て
の
生
産
税
と
累
稲
的
取
引
税
の
混
合
体
系
で
あ
っ
た
。
（
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
付
加
価
値
税
(taxe
a
 la 
v
a
l
e
u
r
 ajoutee)
と
い
う
一
段
階
税
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
E
E
C
に
お
け
る
財
政
問
題
口
（
広
田
）
の
統
一
化
を
も
っ
て
経
済
的
統
合
を
は
じ
め
よ
う
と
す
る
試
み
の
失
敗
す
制
、
税
率
の
絶
対
的
な
均
等
の
必
要
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
税
制
他
輸
入
補
整
税
お
よ
び
輸
出
免
税
の
適
用
方
式
の
差
累
も
簡
単
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
(a.a.O.,
S
.
3
2
8
)
 
⑥
a.a.0., S
.
3
3
0
.
 
m
関
税
障
壁
の
撤
廃
と
兌
換
通
貨
の
作
出
は
レ
ー
グ
ル
に
よ
れ
ば
、
む
し
ろ
構
造
的
差
累
と
競
争
条
件
の
攪
乱
を
よ
り
明
確
に
す
る
だ
け
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
解
消
が
漸
進
的
統
合
の
課
題
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
(a.a.O., S
.
3
3
0
)
 
以
上
の
考
察
か
ら
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
レ
ー
グ
ル
の
所
説
は
、
炭
鉄
共
同
体
の
設
立
に
当
っ
て
ひ
き
起
さ
れ
た
租
税
論
争
、
そ
れ
に
関
連
す
る
テ
ィ
ン
バ
ー
ゲ
ン
報
告
、
専
門
委
員
会
報
告
の
腋
述
に
ほ
と
ん
ど
終
始
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
当
時
の
租
税
問
題
を
め
ぐ
る
論
争
の
問
題
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
る
が
、
し
か
し
他
面
レ
ー
グ
ル
自
身
の
積
極
的
な
主
張
は
ほ
と
ん
ど
展
開
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
典
味
あ
る
点
は
、
す
で
に
考
察
し
た
ノ
イ
マ
ル
ク
の
見
解
と
の
対
比
に
お
い
て
示
さ
れ
る
。
な
る
ほ
ど
炭
鉄
共
同
体
の
発
足
に
当
っ
て
惹
起
さ
れ
た
論
争
は
、
石
炭
鉄
鋼
に
つ
い
て
の
共
同
市
場
の
開
設
と
そ
こ
で
行
な
わ
れ
る
売
上
税
規
制
と
い
う
き
わ
め
て
現
実
的
な
問
題
に
か
ん
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
問
題
を
対
象
と
す
る
か
ぎ
り
、
問
題
の
取
扱
い
が
い
わ
ゆ
る
「
四
む
す
び
八一―
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ろ
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
ま
た
関
税
障
壁
の
撤
廃
、
商
品
流
通
E
E
C
に
お
け
る
財
政
問
題
口
（
広
田
）
統
合
の
租
税
技
術
的
諸
問
題
」
の
側
面
に
制
約
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
に
し
．
て
も
、
ノ
イ
マ
ル
ク
の
述
べ
る
と
こ
ろ
が
た
ん
に
租
税
問
題
に
限
定
さ
れ
ず
、
経
費
支
出
そ
の
他
の
点
を
も
含
む
財
政
問
題
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
た
の
に
た
い
し
て
、
レ
ー
グ
ル
の
ば
あ
い
、
そ
の
問
題
領
域
の
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
ぶ
か
い
。
こ
の
事
実
は
、
そ
れ
以
後
に
発
表
さ
れ
た
共
同
体
の
財
政
問
題
に
か
ん
す
る
諸
論
文
の
多
く
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
共
同
体
の
財
政
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
が
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
は
ま
た
こ
の
問
題
の
現
実
的
解
決
の
力
点
が
ど
こ
に
お
か
れ
て
い
る
か
、
ま
た
お
か
れ
ざ
る
を
え
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
、
推
測
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
同
時
に
、
レ
ー
グ
ル
自
身
の
積
極
的
主
張
の
比
較
的
少
な
い
こ
の
論
文
に
お
い
て
も
、
ノ
イ
マ
ル
ク
の
初
期
の
見
解
と
の
相
違
が
み
い
だ
さ
れ
る
。
そ
れ
は
主
と
し
て
税
制
統
一
に
か
ん
し
て
で
あ
る
。
レ
ー
グ
ル
は
、
そ
の
叙
述
の
最
後
に
お
い
て
、
E
E
C
諸
国
間
に
お
け
る
競
争
条
件
の
混
乱
の
排
除
が
共
同
市
場
の
漸
次
的
発
展
の
過
程
に
お
い
て
解
決
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
な
が
ら
も
、
し
か
し
他
面
税
制
上
の
統
一
が
か
な
ら
ず
し
も
必
要
で
な
い
ば
か
り
か
、
そ
れ
が
失
敗
す
る
で
あ
(1) 
S
a
n
n
w
a
l
d
 u. 
Stohler, a.a.O. 
て
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
方
向
で
も
あ
る
。
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
税
制
上
の
統
一
を
積
極
的
に
評
価
す
る
ノ
イ
マ
ル
ク
の
初
期
の
見
解
と
の
相
違
を
意
味
す
る
と
同
時
に
、
レ
ー
グ
ル
自
身
が
税
制
調
整
の
方
向
を
暗
に
示
唆
す
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
税
制
調
整
の
方
向
は
、
そ
の
後
多
く
の
論
者
に
よ
っ
島
野
訳
、
二
0
九
頁
。
の
免
税
、
兒
換
通
貨
の
創
出
等
の
諸
措
置
で
は
十
分
で
な
い
こ
と
を
指
摘
八
四
